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研究成果の概要（和文）：剪定枝を粉砕して地面に敷きならした場合の分解特性と土壌改良効果

を明らかにした。剪定枝チップ材を 3～4 年周期で 10cm の厚さに敷きならすことで、持続的

な剪定枝の活用が可能である。剪定枝を堆肥化すると表面の凹凸が大きくなり、表面積が大き

くなることを明らかにした。剪定枝由来の堆肥による都市近郊農地の土壌改良効果を明らかに

した。木質系廃材を法面緑化の植栽基盤に使用した際の分解特性や生態系の形成過程を明らか

にした。 
 
研究成果の概要（英文）：We clarified the characteristics of decomposition of pruning material 
installed soil and the changes in characteristics of soil under installed pruning material. 
We can use pruning materials sustainability by install them 10 cm depth every 3 - 4 years. 
We clarified the surface area of pruning material had been increased through composting. 
We clarified mixing of wood chip compost had been effective in soil improvement in 
cultivate land. In addition, we clarified characteristics of decomposition of wood chip used 
as planting ground and the process of development of ecosystem in slope of embankment 
with wood chip.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 都市域の緑地に対しては、景観の向上、
生きものとのふれあいの場所の提供、微気象
の改善といった機能が一般的に認識されて
いる一方で、落葉、剪定枝などの「ゴミ」の
排出源、ゴミの投棄場所といった認識をもた
れることも多い。緑地で発生する落葉・落枝

の活用方法を確立させ、広く普及させること
は、緑地の機能改善や評価を高める上で重要
なことである。 
(2) 生態系を構成する生きものたちがほぼ一
定の量・組成を維持できるのは様々な養分元
素が生きものの間を移動する「物質循環系」
が成り立っているからである。この自然界に
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見られる生態系のしくみを緑地管理に応用
することで、緑地管理で発生する有機物(落
葉・落枝)を活用し、「ゴミ」を出さず環境負
荷の少ない緑地の造成・管理が可能となる。 
(3) 緑地管理で発生する剪定枝の活用につい
ては、一部の造園業者や廃棄物処理業者によ
って取り組まれているが、技術者の経験に基
づく試行錯誤の段階である。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、緑地管理で発生する剪定
枝を、①チップ化して地面に敷きならし土壌
に還元する、②堆肥化して土壌改良材として
利用する、③建築物緑化資材として利用する、
の 3 つの方法で活用する場合の効果(有効性)
を検証するとともに、剪定枝の分解(消費)量
を把握し、都市域生態系の物質循環の視点か
ら都市域生態系の中で緑地を持続的に維
持・管理するためのしくみを提案することに
ある。 
 
３．研究の方法 
(1) 公園に敷きならされた剪定枝由来のチ
ップ材(以下、チップ材)の分解特性を現地で
の測定と実験により把握する。また、チップ
材下の土壌の性質(肥沃度)の変化を把握す
る。これらの結果から、チップ材の分解速度
や土壌の肥沃度の維持を考慮したチップ材
敷きならしの周期を決定する。 
(2) 剪定枝の堆肥化に伴う形状や性質の変
化を調査し、堆肥化特性の把握と堆肥判定の
ための基礎的知見を得る。 
(3) 剪定枝由来の堆肥を都市近郊農地の土
壌改良や法面緑化の植生基盤に用いた場合
の効果を主に化学的・生物的側面から明らか
にする。 
 
４．研究成果 
(1) 地面に敷きならされたチップ材の分解
特性 
① 東京都内にある都立・区立の公園で、敷
きならされたチップ材の分解特性を調べた
ところ、チップ材の厚さは敷きならされた時
にはおよそ 10cm であったが、2 年目には約
60%となり、その後緩やかに減少して、およ
そ 4cm で安定した(図 1)。また、チップ材の
重さは敷きならし後 10 年目には 1 年目のお
よそ半分になった。これらのことから、チッ
プ材の分解は敷きならし後 3年ほどで不活発
になる。一方、チップ材下の表層土壌につい
て、炭素含有量の経時変化をみると、チップ
材敷きならし後 3年で最大となり、その後減
少している(図 2)。このことから敷きならさ
れたチップ材から土壌への有機物の供給―
炭素だけではなく養分元素の供給を反映し
ている―はチップ材の分解が盛んに行われ
る敷きならし後 3年ほどで最大となる。これ

らのことから、3～4年の周期でチップ材の敷
きならしを行うことで、公園管理で発生する
剪定枝を活用しながら土壌への有機物(養
分)供給を維持することができる。都市緑地
土壌の問題点のひとつは、土壌有機物が少な
いことによる。したがって、チップ材の敷き
ならしによる土壌有機物濃度の増加は土壌
改良効果とみてよい。 
② いくつかの公園で剪定枝の発生量を調査
し検討したところ、3～4 年周期で 10cm の厚
さでチップ材の敷きならしを行うために必
要な面積は公園面積の 2%以下であった。この
ことから、公園内に剪定枝の敷きならし場所
を確保し、剪定枝を活用した公園利用の妨げ
にならない物質循環系を形成させることは
十分可能であろう。 

図 1 敷きならし後のチップ材の厚さの変化 

図 2 チップ材下の土壌の炭素濃度の変化 
 
(2) 堆肥化に伴う形状や性質の変化 
剪定枝葉を粉砕した生チップ，堆肥化作業

を開始してから 1 ヶ月後，2 ヶ月後，4 ヶ月
後の各試料について微細構造を電子顕微鏡
で観察した。画像解析の結果，堆肥化が進む
につれチップや堆肥の表面の凹凸の数，凹凸
の大きさが共に増加していた(図 3)。凹凸の
数や大きさが増加することから表面積が増
加することが推察される。この表面積の増加
が既往の研究で明らかになっている保肥力
の増加にも影響していると考えられる。 
 



 
図 3 2 階調化した剪定枝チップ材表面の電鍵
写真のうち、白色のピクセル数の堆肥化に伴
う変化(白のピクセル数が多いほど、表面の
凹凸が多いことを示している。) 
 
(3) 剪定枝堆肥の活用 
①木質系の堆肥を耕作地土壌に混入したと
きの土壌改良効果について検証した。有機物
資材の施用履歴の異なる 2つの耕作地におい
て，それぞれ木質系堆肥を 120 m3・ha-1(少施
用区)と 240 m3・ha-1(多施用区)施用した調査
区を設け，土壌の化学的・生物的・物理的性
質を調査した。堆肥施用によって，交換性塩
基濃度，塩基飽和度と微生物活性が増加する
傾向にあった。堆肥の施用による炭素濃度，
窒素濃度，陽イオン交換容量，細孔隙量，最
大容水量の増加傾向は，過去に有機物資材を
あまり施用されていない耕作地土壌で明瞭
であった。以上のように，木質系の堆肥には
畑土壌の改良効果があり，有機物含有量の少
ない畑土壌で特に顕著であった(図 4)。 
②都市緑地で発生する剪定枝の活用を検討
する一環として，木質系廃材を主原料とする
堆肥 (木質系堆肥) の水田への施用が水田
土壌の化学的性質に及ぼす影響を分析し，水
田土壌からのメタンフラックスの発生量を，
既往の土壌改良資材と比較して分析した。木
質系堆肥施用によって，土壌の全炭素濃度，
陽イオン交換容量，交換性 Ca，Mg が高まり
やすかった。また，木質系堆肥の施用履歴の
異なる 3つの水田において，メタンフラック
スの違いを調査した結果，メタンフラックス
は木質系堆肥施用によって増加するが，他の
土壌改良資材を施用した際と比較して特に
大きくはならず，施用後 2年目以降に減少し
た(図 5)。 
③公園・街路樹等の管理で発生する植物廃材
を原料とした堆肥を生産している東京都町
田市の施設において、利用者へヒアリングに
よるアンケート調査を行った。この堆肥は剪
定枝のみを原料としているため、養分含有量
が少ない。このため、利用者は他の資材と混
合させて使用していた。家畜糞や油かすを混
入して、土壌改良材として使用する事例が多
かった。そのほかに、果樹園のマルチング材、
家畜舎の敷物、発酵熱をビニールハウスの熱
源として使うなどの使用法もみられた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 木質系堆肥施用による土壌有機物含有
量の変化 
 
 

図 5 木質系堆肥を施用した水田からのメ
タンガス速度速度(従来の土壌改良資材によ
るメタンガス発生速度は 10～90mg-C m-2 hr-1

なので、木質系堆肥による発生量が特に高い
わけではない) 
 
(4) 剪定枝など木質系廃材の活用 
①近年の法面緑化では，堆肥化，チップ化し
た現地発生木材の基盤材としての活用が行
われているが，植物の生育阻害などの問題が
懸念される場合があり，導入技術には検討の
余地がある。また，緑化目標の達成度は植生
調査のみから測られることが多く，基盤や他
の生物について経年変化を調べることは少
ない。自然回復緑化への施工法の変化に対応
するには，基盤や土壌生物の変化について調
査し，物質循環系の形成や生物相の多様化と
いった観点から，法面緑化地を評価すること
が有効であろう。そこで，膨軟化処理を行っ
た木材チップを施用した法面緑化の特性を，
植生，植栽基盤および土壌生物について施工
後 6 年目までの変化を定量的に把握するこ
とで検討した。結果として，施工後 5ヶ月で
C／N 比が平均約 40 から約 30 まで下がり，
植生被度は施工後15ヶ月で平均70％ を超え
た。本工法では少なくとも施工後 4 年で植物
量，C／N 比は安定したが，施工後 3 ヶ月間
の植物量が少ない期間に，窒素溶脱が確認さ
れた(図 6)。微生物活性は施工後一定の値で



維持され，植物の増加に伴う物質循環系の形
成が推察された。ミミズの増加と基盤の理化
学性や植生状況の関係は説明できなかった。 
②都市緑地や里山での繁殖が問題となって
いる竹の活用法として、粉砕・膨軟化処理し
て(竹材)法面緑化の緑化基盤材に混入する
方法が考案されている。この方法の有効性や、
適正な施工方法について検討する一環とし
て、通常のバーク堆肥主体の緑化基盤材に竹
材を混入量が異なるように添加した緑化基
盤材をつくり、模擬的な斜面上に施用して、
性質の変化を調査した。その結果、竹材には
養分の流亡や塩類集積といった植栽基盤の
化学的な問題点を緩和する効果があること
を明らかにした。 

 
図 6 法面に植栽基盤として施用された木材
チップの C/N 比の変化 
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